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          丹羽 勝巳

J-CAT®

2025/10/16 第132回 建築設備綜合ゼミナール
「ホールライフカーボン削減への取り組み最前線」

～ホールライフカーボン関連情報とZEB最新事例の紹介～

和文正式名称 建築物ホールライフカーボン算定ツール

英文正式名称 Japan Carbon Assessment Tool for Building Lifecycle
略称（愛称） J-CAT® ※商標登録済 （日本 の カーボン アセスメント ツール）

【配布用】

ジェイ ・ キャット

建築物のホールライフカーボン評価と建築設備
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WLC(ホールライフカーボン)
＝OC(オペレーショナルカーボン)＋EC(エンボディドカーボン)

従来のターゲット
→引き続きネット

ゼロを目指す（特に既存建物対策）

今後のターゲット
（特にアップフロント）

更に次の
ターゲット

ホールライフカーボンの分類０
建築物のホールライフカーボン評価と建築設備
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建築物のライフサイクルカーボン算定ツール正式版（J-CAT®）を公開しました！
https://www.mlit.go.jp/report/press/house04_hh_001248.html

建築物のホールライフカーボン評価と建築設備

https://www.mlit.go.jp/report/press/house04_hh_001248.html
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J-CAT🄬🄬をIBECsホームページから無償ダウンロード

建築物のホールライフカーボン評価と建築設備

https://www.ibecs.or.jp/zero-carbon_building/jcat/index.html

https://www.ibecs.or.jp/zero-carbon_building/jcat/index.html
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J-CAT🄬🄬

入力イメージ

建築物のホールライフカーボン評価と建築設備
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J-CAT🄬🄬

出力イメージ

建築物のホールライフカーボン評価と建築設備
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空調機器のホールライフカーボンへの影響※大、GHG削減の総合的な対策が必要
 ※ ①電力消費、②冷媒漏洩、③機器製造/施工時排出（含：改修･修繕）

J-CATの算定事例  -空調設備の影響（1/2）-

A1-A3
11%

A4-A5
3%

B1-B5
33%

B6-B7
53%

C1-C4
0%

kg-CO2e/年㎡
128 

空調ｴﾈﾙｷﾞｰ由来 37％

空調冷媒 10％

空調新設 1％

空調改修・修繕 5％

①電力消費

②冷媒漏洩

③-1機器製造/施工時排出

③-2機器製造/施工時排出
（含：改修･修繕）

Whole life carbon

日建設計独自の算定例
J-CAT試行版を用いて全館個別熱源（VRV）方式を試算
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アップフロントカーボン：事務所は空調設備が大、病院は衛生設備が大
J-CATの算定事例  -空調設備の影響（2/2）-

鉄骨

鉄骨

1,164 kg-CO2/m2

1,070 kg-CO2/m2

※ No.③-2 病院･診療所は、CFT柱・基礎免震構造等によりコンクリート使用量が多い。

外装

外装

内装

内装

事務所

病院･診療所

衛生

衛生

空調

空調※

鉄骨は「3.3-01 鉄骨」の排出原単位を使用。

出典：J-CAT 使用登録者向け 限定講習会 第4回 資料 (2024/6/26)    講師：五十嵐 保裕 (ツール開発SWG委員 戸田建設㈱)（一部加筆）

電気

電気
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建物No. 算定対象プロジェクト
新築・改修 主用途 主構造 面積 階数

モデルビル 新築 オフィス S造 C c

[延面積分類] A:5,000㎡以下、B:5,001～10,000㎡、C:10,001～30,000㎡、D:30,001㎡～50,000㎡、
E:50,001～100,000㎡、F:100,001㎡以上

[階数分類]    a:地上5階以下、b:地上6～10階、c:地上11～20階、d:地上21～30階、e:31階以上

Whole life carbon

Upfront embodied carbon

ケーススタディ算定結果 中央熱源方式
日建設計独自の算定例

J-CAT試行版を用いて
全館セントラル熱源方式を試算

[熱源方式]    中央熱源方式（空冷ブラインヒートポンプチラー､氷蓄熱槽､ガス焚吸収冷温水機）＋各階空調機VAV方式 

(うち空調
41.2)

空調冷媒
3％

空調機器のホールライフカーボンへの影響

空調ｴﾈﾙｷﾞｰ由来
37％

空調新設
2％

空調改修修繕
6％

9
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建物No. 算定対象プロジェクト
新築・改修 主用途 主構造 面積 階数

モデルビル 新築 オフィス S造 C c

[延面積分類] A:5,000㎡以下、B:5,001～10,000㎡、C:10,001～30,000㎡、D:30,001㎡～50,000㎡、
E:50,001～100,000㎡、F:100,001㎡以上

[階数分類]    a:地上5階以下、b:地上6～10階、c:地上11～20階、d:地上21～30階、e:31階以上

Whole life carbon

Upfront embodied carbon

ケーススタディ算定結果 個別熱源方式

[熱源方式]    個別熱源（VRV）方式想定

0 200 400 600 800 1,000 1,200
UC (kg-CO2/m2)

直接仮設 土木・地業
コンクリート 鉄骨
鉄筋 新_木造
デッキプレート 外装
内装 その他
電気 空調
衛生 搬送
共通費分

資材製造 施工 解体
A1-A3 A4-A5 B1-B5 B6-B7 C1-C4

建築 10.4 0.6 4.5 0.43 15.8 12.3%
   直接仮設 0.0 0.0 0.0 0.0%
　土木・地業 0.5 0.1 0.0 0.06 0.6 0.5%
　躯体 6.4 0.1 0.0 0.27 6.8 5.3%
　外装 1.4 0.1 1.5 0.05 3.0 2.3%
　内装 2.0 0.2 3.0 0.04 5.2 4.1%
　その他 0.1 0.0 0.0 0.00 0.1 0.1%
電気 1.4 0.1 3.8 0.01
空調 1.6 0.1 6.8 0.01
衛生 0.7 0.0 3.2 0.01
搬送 0.1 0.0 0.4 0.001
共通費分 0.0 3.0 3.7 6.6 5.2%
維持管理 6.9 6.9 5.4%
フロン漏洩 12.8 12.8 10.0%

合計 14.2 3.7 42.0 68.0 0.5 128.4 100.0%
割合 11.1% 2.9% 32.7% 53.0% 0.4% 100.0%

kg-CO2e/年㎡
段階

67.2%

割合使用
計

68.0 86.3

A1-A3
11%

A4-A5
3%

B1-B5
33%

B6-B7
53%

C1-C4
0%

kg-CO2e/年㎡
128 

モデルビル

日建設計独自の算定例
J-CAT試行版を用いて

全館個別熱源（VRV）方式を試算

空調機器のホールライフカーボンへの影響

(うち空調
47.6)

空調ｴﾈﾙｷﾞｰ由来
37％

空調冷媒
10％

空調新設
1％

空調改修修繕
5％

10
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Whole life carbon

ケーススタディ算定結果 個別熱源方式

A1-A3
11%

A4-A5
3%

B1-B5
33%

B6-B7
53%

C1-C4
0%

kg-CO2e/年㎡
128 

建築設備(空調＋衛生＋電気＋昇降機) のホールライフカーボンへの影響

空調冷媒
10％

設備新設
５％

設備改修修繕
11％

建築設備のホールライフカーボンへの影響※は大きく、
GHG削減が求められる

※ ①エネルギー消費、②冷媒漏洩、③機器製造/施工時排出（含：改修･修繕）

①エネルギー消費
53％

②冷媒漏洩
10%

③-1機器製造/施工時排出
５％

③-2機器製造/施工時排出
（含：改修･修繕）

11％

11



第132回 建築設備綜合ゼミナール 2025/10/16 「建築物のホールライフカーボン評価と建築設備」 丹羽 勝巳 12

建築設備と建築物ホールライフカーボン

設備関連資機材 の EPD 取得の推進1
設備設計者･施工者はEPD環境製品宣言の提示を製造者に依頼し､カーボン算定に活用

EU建築物エネルギー性能指令(EPBD)や LEED v5 においてもEPDを用いたWLCAが求められる

CIBSE TM65 のローカル対応検討(日本 or アジア)２
英国建築設備技術者協会 TM65 Embodied carbon in building services: A calculation methodology

TM65LA(英国以外向けの算定の方法論→TM65ANZ(豪､ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ向け)､TM65NA(北米向け)

業界団体｢日本冷凍空調工業会｣による取組４
「省エネルギー化」、「低 GWP冷媒の採用・冷媒漏洩対策・冷媒回収・再生」等

着々と進む「エネルギー問題」と「地球温暖化対策」の取組。更なる加速化が求められる。

フロンガス漏洩対策の推進３
R32等低GWP冷媒への切替､使用･廃棄時の漏洩削減､ノンフロン化

フロン漏洩の早期検知、廃棄時のフロン回収率向上、再生フロンガスの活用
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空調設備と建築物ホールライフカーボン

設備関連資機材 の EPD 取得の推進1
設備設計者･施工者はEPD環境製品宣言の提示を製造者に依頼し､カーボン算定に活用

EU建築物エネルギー性能指令(EPBD)や LEED v5 においてもEPDを用いたWLCAが求められる
EPDの特徴
国際社会で20年以上の実績を持つ､透明性･公平性の高い製品環境情報開示の枠組み
• 国際規格ISO14025に準拠し、EPDプログラムオペレーターが運営 (日本ではSuMPO）
• 製品環境情報の算定・検証・開示の国際的枠組み

資料出典：SuMPO「EPDと環境政策」2024年7月23日
日本LCA学会総会資料
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空調設備と建築物ホールライフカーボン

設備関連資機材 の EPD 取得の推進1
設備設計者･施工者はEPD環境製品宣言の提示を製造者に依頼し､カーボン算定に活用

EU建築物エネルギー性能指令(EPBD)や LEED v5 においてもEPDを用いたWLCAが求められる
環境政策でのEPD活用

米国 Buy Clean (IRA)

グリーントランジションをけん引する欧米で進む、環境政策でのEPD活用
• 環境負荷 (主に気候変動影響) で大きな割合を占める建築・建設分野を中心としたEPDの政策活用事例
• IT機器やその他製品分野においても、EPDを用いるケースが増加
• 2024年現在、世界で約10万件のEPDデータが存在

公共調達要件として必須
建築・建設分野の公共調達において、建材のEPD取得
を必須化。EPDのカーボンフットプリント値が閾値以
下であることを連邦政府の調達要件に。

欧州 CPR
Construction Products Regulation

欧州市場における製品流通に必須
ESPR傘下の建築製品規則 (現在改訂中)。
CEマーキングの要件としてEPDのEN15804に基づく情
報開示が必須化される方法(2024年内発行見込み)。

20232022202120202019201820172016201520142011

出典：Jane Anderson, Construction LCA (https://bit.ly/2023-EPD)資料出典：SuMPO「EPDと環境政策」2024年7月23日 日本LCA学会総会資料

https://bit.ly/2023-EPD
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空調設備と建築物ホールライフカーボン

空衛学会も EPD への取組みを提言1
2024年9月2日 空気調和・衛生工学会（秋元孝之会長）は、「カーボンニュートラル
社会をリードするNet Zero の追求 ―空気調和・衛生工学分野の5つの提言―」を公表

提言3 設備のエンボディドカーボンを削減する
1)エンボディドカーボン評価方法の策定
『中長期的には、個別の設備関連資機材の製品環境宣言（EPD）への取り組みが必要であり、活性化を支援する。』

2)冷媒漏洩の現状把握と影響評価、対策検討
3)サーキュラーエコノミーへの取り組み

5つの提言のうち
『提言3 設備エンボ
ディドカーボン削減』は､
27%の文字数と
最多

(=1417文字
     ÷5307文字）
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空調設備と建築物ホールライフカーボン

設備関連資機材 の EPD 取得の推進1
設備設計者･施工者はEPD環境製品宣言の提示を製造者に依頼し､カーボン算定に活用

EU建築物エネルギー性能指令(EPBD)や LEED v5 においてもEPDを用いたWLCAが求められる
EPD整備の始動

工業会団体PCR策
定・EPD取得推進
体制：PCR策定や
EPD等データ整備
の推進を目的とす
る「建材EPD検討
会議」が建産協※の
中に設置された
(10/4~)。体制は
産学官関係者で構
成される。
※日本建材・住宅設備産業協会

日本建材･住宅設備
産業協会

建材EPD検討会議
2024/10/4～

建築BIM検討会議
2021年2月設置

・各企業団体取組状況の進捗確認
・課題ヒアリング、サポート等
・各団体企業 ⇄ SWG 最新情報共有

・メーカーが抱えるBIMの課題整理
・上記課題の対応方針を検討

＜体制案＞
委員長 ：清家剛 東京大学大学院教授
学識者 ：中野淳太 法政大学教授

小林謙介 県立広島大学准教授
磯部孝行 武蔵野大学准教授
八木尚太朗 建築研究所研究員

メンバー ：建材・設備関係工業会（17団体）・企業（8社）
板硝子協会、日本サッシ協会、断熱建材協議会、
 レストルーム工業会、TOTO、LIXIL、YKKAP等

オブザーバー：経産省住宅産業室､国交省住宅局､環境省地球環境局
IBECs、SuMPO、BL、BCJ、JSBC等

新規

進
捗
確
認
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CIBSE TM65 のローカル対応検討(日本 or アジア)①/3２
英国建築設備技術者協会 TM65 Embodied carbon in building services: A calculation methodology

TM65LA(英国以外向けの算定の方法論→TM65ANZ(豪､ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ向け)､TM65NA(北米向け)

17

空調設備と建築物ホールライフカーボン

TM65：
設備機器製造者のEPD整備が遅れているため、
所定のアンケート用紙を使った製造者回答
に基づき、構成資機材重量等から建築設備
のエンボディドカーボンを算定する2種類の
算定法 (Basic/Mid level) を規定

出典：CIBSE, TM65  Embodied carbon in building services: a calculation methodology

EPD有り

製造者から回答不十分
製造時投入の資材量･エネルギー
の回答フォーム

回答フォーム
A&Bに回答あり

回答フォーム
Aのみに回答あり

Mid level算定法 Basic算定法
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CIBSE TM65 のローカル対応検討(日本 or アジア)②/4２
英国建築設備技術者協会 TM65 Embodied carbon in building services: A calculation methodology

TM65LA(英国以外向けの算定の方法論→TM65ANZ(豪､ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ向け)､TM65NA(北米向け)

18
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製造時投入の資材量･エネルギーの回答フォーム

回答フォーム A

・資材別投入量
・冷媒量、冷媒漏洩シナリオ

回答フォーム B
・工場所在地
・工場のエネルギー使用量

参考情報（算定対象外）
・廃棄物量
・工場の水使用量

開示可否・範囲など
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空調設備と建築物ホールライフカーボン

TM65LA（Local Addendum）：

出典：CIBSE, TM65 https://www.cibse.org/tm65

CIBSE TM65 のローカル対応検討(日本 or アジア)③/4２
英国建築設備技術者協会 TM65 Embodied carbon in building services: A calculation methodology

TM65LA(英国以外向けの算定の方法論→TM65ANZ(豪､ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ向け)､TM65NA(北米向け)

TM65JP ?

TM65NA
TM65ANZ

TM65ANZ
(豪･ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ)

TM65NA
(北米)

TM65(英国)TM65LA
(英国以外)

https://www.cibse.org/tm65
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空調設備と建築物ホールライフカーボン

CIBSE TM65 のローカル対応検討(日本 or アジア)④/4２
英国建築設備技術者協会 TM65 Embodied carbon in building services: A calculation methodology

TM65LA(英国以外向けの算定の方法論→TM65ANZ(豪､ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ向け)､TM65NA(北米向け)

アメリカ暖房冷凍空調学会 ASHRAEにおいても
CIBSEの取組にならい、北米版の建築設備のエンボ
ディドカーボン、Whole life carbon算定方法に関
する解説を2024年10月に発行

出典：ASHRAE  https://www.ashrae.org/about/cebd-upcoming-guides

CIBSE TM65 for North America

TM65NAでは、
北米における
・材料別のGHG原単位
・電力排出係数
・冷媒漏洩シナリオ
・冷媒別のGWP
・輸送手段別排出係数
・輸送シナリオ
・使用済製品のリサイクル率
などが一覧表として整理され
ている。

https://www.ashrae.org/about/cebd-upcoming-guides
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フロンガス漏洩対策の推進３
R32等低GWP冷媒への切替､使用･廃棄時の漏洩削減､ノンフロン化

フロン漏洩の早期検知、廃棄時のフロン回収率向上、再生フロンガスの活用
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フロン漏えい  -日本国内全体GHG排出量の約5%がHFCs-
• エアコン等の冷媒か

らのフロン漏えいが
日本全体のHFCs排出
量の9割以上

• 建築・設備分野にお
けるフロン漏えい対
策が今後益々重要

出典：環境省 令和５年度フロン排出抑制法に関する説明会（2023年11月）
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フロン漏えい  -海外（欧米）でも重視-

出典：WBCSD NZB Halving Construction Emissions Today

WBCSD報告でも建
築設備のEmbodied 
carbon中、B1 使用
段階の冷媒のフロン
漏洩の占める割合が
大きい結果が示され
ている。
温暖化係数の異なる
冷媒別のフロン漏洩
量の試算結果も示さ
れている。

３
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３．フロン漏えい  -J-CATの算定方法①-
項目 基本方針案

冷媒による
フロン漏洩量
算定方法

国際的な算定方法（CIBSE, TM65）と整合している
日本建築学会 建物のLCA指針の算定方法を用いる

算定方法：建物床面積あたりの冷媒重量[kg/㎡]
冷媒種別地球温暖化係数、製造時の漏洩率
運用時の年平均漏洩率、廃棄時の漏洩率から算出

冷媒漏洩率
の設定

運用時の漏洩率：経済産業省の機器種類別の統計値を用いる
廃棄時の漏洩率：環境省のフロン類の廃棄時回収率の統計値を用いる

削減策

下記の削減策が反映可能な枠組みとする
対策① 漏洩検知器機能導入
対策② 低GWP冷媒機器、（将来）ノンフロン冷媒対応機器の導入
対策③ 空調容量削減(適正化)、冷媒配管長短縮

【今後要検討】
対策④ 冷媒配管接手(メカニカル接手､ネジ接合接手)の漏洩評価
対策⑤ 再生冷媒の評価(結果的に回収率向上、モジュールD(リサイクル))
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３．フロン漏えい  -J-CATの算定方法②-
冷媒

フロン漏洩
算定手法

CIBSE
Embodied carbon in building 

services: a calculation 
methodology

日本建築学会
建物のLCA指針

J-CAT
(2024/10正式版）

①冷媒漏洩による
GHG排出量
計算方法

機器別・冷媒別初期充填量、冷媒
種別地球温暖化係数、運用時の年

平均漏洩率、
廃棄時の漏洩率から算出

建物床面積あたりの冷媒重
量[kg/㎡]、冷媒種別地球
温暖化係数、製造時の漏洩
率、運用時の年平均漏洩率、
廃棄時の漏洩率から算出

2024/3 時点における
最新の公的な統計値

②生産時の漏洩率
デフォルト値[%] -（設定なし） 10％

（基準案初期値） 0.2％

③施工時の漏洩率
デフォルト値[%] -（設定なし） 0％

（基準案初期値） ２％

④運用時の年平均
漏洩率
デフォルト値[%]

設備種類別に
2～6%

2%
（基準案初期値）

経済産業省＋環境省
機器別係数

0.8～8.9%設定
⑤廃棄時の漏洩率

デフォルト値[%]
設備種類別に

1～3%
0%又は100%
（基準案初期値）

環境省
56%設定

⑥削減対策 ー ー
日本冷凍工業会
漏えい監視システム削減効
果を設定可能
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フロン漏えい  -J-CATにおける初期設定①-

生産時フロン漏洩率は、0.2%程度

施工時フロン漏洩率は、2%程度      とされている。

出典：第19回 産業構造審議会 製造産業分科会 化学物質政策小委員会 フロン類等対策ワーキンググループ
資料3-2 1995～2022年におけるHFC等の推計排出量

各段階の漏洩率の設定は国内公表済の最新統計値を採用３
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フロン漏えい  -J-CATにおける初期設定②-
各段階の漏洩率の設定は国内公表済の最新統計値を採用

出典：環境省：温室効果ガス排出量算定方法検討会 HFC等4ガス分科会「HFC等4ガス分野における排出量の算定」の資料,
https://www.env.go.jp/content/000217019.pdf

運用時フロン漏洩率は、機器種類別に異なるが 0.8～8.9%とされている。

３
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フロン漏えい  -J-CATにおける初期設定③-
各段階の漏洩率の設定は国内公表済の最新統計値を採用

出典：環境省フロン排出抑制法に基づく令和４年度のフロン類の充塡量及び回収量等の集計結果 
https://www.env.go.jp/press/press_02690.html

国内の廃棄時フロン漏洩率は、約56%とされている。

３
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フロンガス漏洩対策の推進３
R32等低GWP冷媒への切替､使用･廃棄時の漏洩削減､ノンフロン化

フロン漏洩の早期検知、廃棄時のフロン回収率向上、再生フロンガスの活用
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出典：ASHRAE、CIBSE, TM65NA https://www.ashrae.org/about/cebd-upcoming-guides

再生フロン（R32）のEPD

https://ecoleaf-label.jp/epd/download/1840

https://www.ashrae.org/about/cebd-upcoming-guides
https://ecoleaf-label.jp/epd/download/1840
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フロン漏えい  -J-CATにおける削減対策の反映①-
有効な削減策について算定ツールへ反映可能な枠組みとする
日本冷凍空調工業会（JRA）規格 / JRA GL-17：2021に準拠した冷媒漏えいの常時監視システムを
導入する場合、冷媒漏えい量の使用時の削減率は19.6%※と報告されている
【整備方針案】
JRA規格に準拠した冷媒漏えい常時監視システムを導入した場合、運用時の漏洩率を削減可能とする

出典：ダイキン技術フォーラム2023資料

※数値の出典：一般社団法人日本冷凍空調工業会／環境企画委員会／常
時監視システム対応WGによる調査結果より（2024/4）、「冷媒漏えい
の常時監視システムにおけるフロン漏えい量は、監視無しの場合に比べ
て、19.6%削減。約4,560事例を対象とした調査結果。」

３
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フロン漏えい  -J-CATにおける削減対策の反映①-
有効な削減策について算定ツールへ反映可能な枠組みとする
日本冷凍空調工業会（JRA）規格 / JRA GL-17：2021に準拠した冷媒漏えいの常時監視システムを
導入する場合、冷媒漏えい量の使用時の削減率は19.6%※と報告されている
【整備方針案】
JRA規格に準拠した冷媒漏えい常時監視システムを導入した場合、運用時の漏洩率を削減可能とする

出典：ダイキン技術フォーラム2023資料

※数値の出典：一般社団法人日本冷凍空調工業会／環境企画委員会／常
時監視システム対応WGによる調査結果より（2024/4）、「冷媒漏えい
の常時監視システムにおけるフロン漏えい量は、監視無しの場合に比べ
て、19.6%削減。約4,560事例を対象とした調査結果。」

３
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フロン漏えい  東京都の取組
Gメン増員、AI投入…

東京都が「代替フロン」対策ギアチェンジ
空調・冷蔵庫から排出されれば地球温暖化

３

https://www.tokyo-np.co.jp/article/386250
2025年2月17日 東京新聞

◆代替フロン類：
オゾン層を壊さないから…2000年代に普及

◆検査にキリがない→AIの登場
◆中小企業「ノンフロン機器」導入なら補助金

参考：東京都 フロン対策検討会
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/furon20240725

https://www.tokyo-np.co.jp/article/386250
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/furon20240725
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空調設備と建築物ホールライフカーボン

出典：一般社団法人日本冷凍空調工業会「空調機器・設備の取組み」建築物LCA制度検討会（2025/7/2）https://www.mlit.go.jp/common/001898979.pdf

業界団体｢日本冷凍空調工業会｣による取組４
「省エネルギー化」、「低 GWP冷媒の採用・冷媒漏洩対策・冷媒回収・再生」等

着々と進む「エネルギー問題」と「地球温暖化対策」の取組。更なる加速化が求められる。

https://www.mlit.go.jp/common/001898979.pdf
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空調設備と建築物ホールライフカーボン

出典：一般社団法人日本冷凍空調工業会「空調機器・設備の取組み」建築物LCA制度検討会（2025/7/2）https://www.mlit.go.jp/common/001898979.pdf

業界団体｢日本冷凍空調工業会｣による取組４

https://www.mlit.go.jp/common/001898979.pdf
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空調設備と建築物ホールライフカーボン

出典：一般社団法人日本冷凍空調工業会「空調機器・設備の取組み」建築物LCA制度検討会（2025/7/2）https://www.mlit.go.jp/common/001898979.pdf

業界団体｢日本冷凍空調工業会｣による取組４

https://www.mlit.go.jp/common/001898979.pdf
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ケーススタディ 【空調冷媒の変更 によるWLC削減】

ビル用マルチエアコンの冷媒を、
R410a（地球温暖化係数:GWP 1920）から R32 (GWP 677) に変更した
ケーススタディ  使用段階（モジュール B1）の割合は5ポイント減少、WLCの2％程度に

A1-3
17%

A4-5
2%
B1
7%

B2-5
16%

B6-7
57%

C1-4
1% A1-3

18%

A4-5
2%
B1
2%

B2-5
17%B6-7

60%

C1-4
1%

124.8
kg-CO2e/m2年

120.6
kg-CO2e/m2年

16件の加重平均
（R410a）

冷媒変更
(R410a→R32)

▲4.2kg-CO2e/m2年

16件の加重平均
（R32）

※J-CATを用いたホールライフカーボンのケーススタディ16棟の面積加重平
均

４
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設備関連資機材 の EPD 取得の推進1
設備設計者･施工者はEPD環境製品宣言の提示を製造者に依頼し､カーボン算定に活用

EU建築物エネルギー性能指令(EPBD)や LEED v5 においてもEPDを用いたWLCAが求められる

CIBSE TM65 のローカル対応検討(日本 or アジア)２
英国建築設備技術者協会 TM65 Embodied carbon in building services: A calculation methodology

TM65LA(英国以外向けの算定の方法論→TM65ANZ(豪､ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ向け)､TM65NA(北米向け)

フロンガス漏洩対策の推進３
R32等低GWP冷媒への切替､使用･廃棄時の漏洩削減､ノンフロン化

フロン漏洩の早期検知、廃棄時のフロン回収率向上、再生フロンガスの活用

業界団体｢日本冷凍空調工業会｣による取組４
「省エネルギー化」、「低 GWP冷媒の採用・冷媒漏洩対策・冷媒回収・再生」等

着々と進む「エネルギー問題」と「地球温暖化対策」の取組。更なる加速化が求められる。
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